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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

元
旦
か
ら
雪
の
正
月
と
な
り
ま
し
た
が
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
新

春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
始
ま
っ
た
金
融
危
機
に
よ
る
不
況

が
世
界
中
に
広
が
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
も
、
経
済
不
況
に
伴
う
雇
用
不
安
が
広
が
り
を
見
せ
て
い

ま
す
。
政
治
も
不
安
定
な
状
況
を
呈
し
て
お
り
、
有
効
な
対
策
が
後

手
に
な
り
、
党
利
党
略
に
終
始
し
国
民
不
在
の
感
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
に
お
い
て
、
日
野
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成　

年
の
「
財

１７

政
破
た
ん
宣
言
」
以
来
、
財
政
再
建
に
向
け
て
町
民
の
皆
様
と
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
甲
斐
が
あ
り
ま
し
て
、
単
年
度
決
算
で
は
黒
字
に
転
換
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
を
は
じ
め
、
各
位
の
ご
協
力
、
ご
理
解
の

た
ま
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、
数
年
は
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
す
が
、
な
ん
と
か
明
る
い
光

が
見
え
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
日
野
町
制　

周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
す
。

５０

　

昭
和　

年
当
時
の
、
黒
坂
町
と
根
雨
町
が
昭
和
の
大
合
併
の
掛
け

３４

声
の
も
と
、
新
生
「
日
野
町
」
が
誕
生
し
て　

年
が
た
ち
ま
し
た
。
こ

５０

の
一
年
を
か
け
て
お
祝
い
の
行
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
地
域
の
発
展
と
福
祉
の
向
上

を
目
指
し
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
今
年
一
年
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
て
、
私
の
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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日
野
町

（
昭
和　

年
５
月
１
日
町
制
施
行
）

３４

根雨町と黒坂町が合併、新日野町が誕生
初代町長に川上武一郎氏が就任
近年まれな豪雪に（久住で積雪１８０㌢）
２代町長に長尾四郎氏が当選
第１回町民体育祭（日野産高グラウンド）
国道１８１号四十曲トンネルが開通
日野町誌を発刊
根雨小学校、真住小、板井原小が統合
国道１８０号明地トンネルが開通
３代町長に谷内丈夫氏が当選
山村開発センターが完成
奥渡地区で映画「八つ墓村」ロケ
第１回中国山地日野鵜の池マラソン大会
第１回町産業文化祭（山村開発センター）
４代町長に山田芳美氏が当選
町公民館竣工、生涯学習の拠点に
全国消防操法大会で町消防団が準優勝
日野小学校と根雨小が統合
伯備線が電化、根雨駅に特急電車８本停車
日野中学校が開校、生徒数２１１人に
第１回カヌースラローム鳥取県大会
わかとり国体開催。町内から９人が出場
金持まつりを開催。金持神社を全国に PR
町歴史民俗資料館が開館
防災行政無線戸別受信機を全戸へ設置完了
第１回日野町出身関西地区在住者懇談会
新庁舎が完成、５月１０日から業務開始
５代町長に生田秀正氏が当選
町文化センターが竣工
町交流センター リバーサイドひの竣工
山陰夢みなと博日野町デー ( 境港市 )
町制４０周年。町民歌 ｢ きらりこの町」発表
鳥取県西部地震発生（M７.３、震度６強 )
災害ボランティアセンターを設置
新日野病院が開院
チャレンジショップ一番館・二番館が開店
黒坂小学校と菅福小が統合、新黒坂小開校
６代町長に梅林豊氏が当選
国民文化祭「わらべまつり」開催
江府町との合併協議会を設置 (江府町 )
鳥取県西部地震からの復興を宣言
合併協議会を廃止、合併は不成立に
町自立政策推進本部を設置
ひのっこ保育所が開所
自立政策住民説明会（町内６会場 )
町営バス運行開始
７代町長に景山享弘氏が当選
鳥取県西部地震展示交流センターが開館
町営バス利用客１０万人に
ひのっこ保育所、黒坂保育所が統合
地上デジタル放送中日野中継局が開局

日 野 町 ５ ０ 年 の あ ゆ み
昭和３４年５月１日
昭和３４年５月２０日
昭和３８年２月
昭和３８年４月３０日
昭和４０年９月１２日
昭和４３年１２月３日
昭和４５年５月
昭和４９年４月１日
昭和４９年１２月３日
昭和５０年４月２７日
昭和５１年７月３１日
昭和５２年８月
昭和５３年３月２６日
昭和５３年１１月１日
昭和５４年４月２２日
昭和５５年５月２７日
昭和５５年１０月１２日
昭和５７年４月１日
昭和５７年７月１日
昭和５９年４月１日
昭和５９年４月１５日
昭和６０年１０月
昭和６１年８～１１月
昭和６１年９月１９日
平成元年１０月３０日
平成３年１月１５日
平成５年４月２０日
平成７年４月２３日
平成７年５月１６日
平成９年４月５日
平成９年７月２２日
平成１１年１１月１０日
平成１２年１０月６日
平成１２年１０月７日
平成１２年１１月１日
平成１２年１２月８日
平成１３年４月１日
平成１４年２月２４日
平成１４年１０月
平成１５年８月１日
平成１５年１１月３０日
平成１６年６月１０日
平成１６年６月１１日
平成１７年３月７日
平成１７年１０・１１月
平成１８年１月４日
平成１８年２月１９日
平成１８年１０月６日
平成２０年３月１３日
平成２０年４月２日
平成２０年１０月
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【
１
月
】
▽
１
日
＝
金
持
神
社

初
も
う
で
▽　

日
＝
新
春
囲
碁

１３

将
棋
大
会
（
老
人
憩
の
家
）
▽

　

日
＝
第
７
回
町
ま
ち
づ
く
り

２４町
民
会
議
（
町
役
場
）
▽　

日
２７

＝
山
菜
を
楽
し
む
会
（
町
公
民

館
）
…
約　

人
が
地
元
産
の
山

５０

菜
料
理
に
舌
鼓

【
２
月
】
▽
１
日
＝
町
地
域
公

共
交
通
会
議
（
町
役
場
）
▽　
１０

日
＝
菅
福
地
区
で
伝
統
行
事

「
ほ
と
ほ
と
」

【
３
月
】
▽　

日
＝
町
営
バ
ス

１３

利
用
客　

万
人
に
▽　

日
＝
お

１０

１８

し
ど
り
学
園
閉
講
式
（
町
公
民

館
）
▽　

日
＝
日
本
海
新
聞
ス

２４

ポ
ー
ツ
大
賞
表
彰
式
（
町
役
場
）

…
小
林
綾
子
さ
ん
に
最
優
秀
賞
、

音
田
守
さ
ん
に
奨
励
賞
▽　

日
２７

＝
第
８
回
町
ま
ち
づ
く
り
町
民
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こ
の
ま
ち
２
０
０
８　

　

昨
年
の
日
野
町
の
出
来
事
を
振
り
返
り
ま
す

会
議
（
町
役
場
）
▽　

日
＝
黒

２８

坂
保
育
所
卒
園
式
・
閉
所
式

【
４
月
】
▽
２
日
＝
黒
坂
保
育

所
と
統
合
し
た
ひ
の
っ
こ
保
育

所
で
入
所
式
▽
６
日
＝
町
消
防

出
初
式
（
根
雨
小
学
校
）
…
女

性
隊
員
４
人
の
任
命
も
▽　

日
１８

＝
お
し
ど
り
学
園
開
講
式
（
町

公
民
館
）
▽　

日
＝
滝
山
公
園

２０

つ
つ
じ
ま
つ
り
（
５
月
６
日
ま

で
）
▽　

日
＝
県
カ
ヌ
ー
選
手

２７

権
（
カ
ヌ
ー
の
里
）、
▽　

日
＝

２９

宝
仏
山
山
開
き

【
５
月
】
▽　

日
＝
自
治
会
長

１３

会
議
（
町
役
場
）
▽　

日
＝
第

２２

９
回
町
ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議

（
町
役
場
）

【
６
月
】
▽
２
日
＝
町
さ
つ
き

ま
つ
り
（
４
日
ま
で
、
開
発
セ
ン

タ
ー
）
▽
８
日
＝
町
文
化
展
（　
１０

日
ま
で
、
開
発
セ
ン
タ
ー
）
▽　
２２

日
＝
日
野
川
音
楽
祭
（
町
文
化

セ
ン
タ
ー
）

【
７
月
】
▽　

日
＝
郡
民
総
合

１３

体
育
大
会
（
江
府
町
）
…
日
野

町
が
５
年
連
続
総
合
優
勝
▽　
１９

日
＝
ね
う
祭
り
（
根
雨
地
内
）

▽　

日
＝
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法

２０
大
会
（
鳥
取
市
）
…
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
で
町
消
防
団
が
優

勝
、
全
国
大
会
へ
▽　

日
＝
第

２４

　

回
町
ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議

１０（
町
役
場
）
▽　

日
＝
鵜
の
池

２７

マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
鵜
の
池
湖
畔
）

【
８
月
】
▽　

日
＝ 
燈
籠 
ま
つ

と
う
ろ
う

１３

り
（　

日
ま
で
、
根
雨
地
内
）

１５

▽　

日
＝
町
成
人
式
（
町
文
化

１５
セ
ン
タ
ー
）
…　

人
が
大
人
の

４３

仲
間
入
り
。
黒
坂
納
涼
ま
つ
り

（
黒
坂
地
内
）
▽　

日
＝
都
合

２４

山
た
た
ら
跡
発
掘
調
査
現
地
説

明
会
（
中
菅
地
内
）

【
９
月
】
▽　

日
＝
敬
老
の
日

１５

…
町
か
ら　

人
に
記
念
品
▽　

３８

２５

日
＝
町
議
会
定
例
会
で
平
成　
１９

年
度
決
算
を
認
定
…
約
１
億
１

６
５
６
万
円
の
黒
字
に
。
第　
１１

回
町
ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議

（
町
役
場
）
▽　

日
＝
生
田
長

２７

江
入
門
セ
ミ
ナ
ー
（
延
暦
寺
）

▽　

日
＝
町
民
体
育
祭
（
根
雨

２８
小
、
黒
坂
小
）

【　

月
】
▽
下
榎
地
内
に
、
中
日

１０
野
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
局

（
中
継
局
）
が
開
局
▽
６
日
＝

全
町
一
斉
防
災
訓
練
▽　

日
＝

１１

町
駅
伝
競
走
大
会
（
根
雨
小
）

▽　

日
＝
全
国
消
防
操
法
大
会

１２
（
東
京
都
）
…
町
消
防
団
は
小

型
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
、
７
位

入
賞
を
果
た
す
▽　

日
＝
生
き

１８

い
き
「
ひ
の
」
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
（　

日
も
。
役
場
前
ほ
か
）

１９

▽　

日
＝
も
み
じ
開
運
ウ
ォ
ー

２５
キ
ン
グ
（
中
菅
、
金
持
地
内
）

▽　

日
＝
町
老
人
大
会
（
黒
坂

２８
社
会
体
育
館
）

【　

月
】
▽
７
日
＝
町
表
彰
式

１１
（
町
役
場
）
…
ま
ち
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
５
人
に
表
彰
状
。

町
公
民
館
ま
つ
り
（
９
日
ま
で
）

▽　

日
＝
町
生
涯
学
習
ま
ち
づ

１６
く
り
大
会
（
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

▽　

日
＝
第　

回
町
ま
ち
づ
く

２０

１２

り
町
民
会
議
（
町
役
場
）
▽　
２３

日
＝
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演

「
こ
の 
地
球 
に
生
ま
れ
て
」（
町

ほ　

し

文
化
セ
ン
タ
ー
）

【　

月
】
▽
２
日
＝
町
ま
ち
づ

１２
く
り
説
明
会
（
３
日
も
。
町
公

民
館
、
開
発
セ
ン
タ
ー
）
▽
６
日

＝
町
解
放
文
化
祭
（
７
日
も
。

下
榎
隣
保
館
ほ
か
）、
た
た
ら
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
町
文
化
セ
ン

タ
ー
）

バス１０万人目は松本政子さん

保育所が一つに

希望を胸に成人式

都合山たたら説明会

全国消防操法大会の出場選手

町民ミュージカル公演
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年
齢
と
と
も
に

認
知
症
患
者
も
増
加

　

人
口
の
高
齢
化
と
と
も
に
、
認

知
症
に
な
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

歳
以
上
に
な
る
と
、
３
～
４
人

８５に
１
人
は
認
知
症
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
の
日

２０

野
町
の　

歳
以
上
の
人
口
は
１
６

６５

０
３
人
、　

歳
以
上
の
人
口
は
２

８５

６
０
人
（
女
性
１
９
６
人
、
男
性

　

人
）
と
な
り
、
今
後
も
認
知
症

６４の
人
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
高
齢

に
な
れ
ば
誰
に
も
起
こ
り
得
る
身

近
な
病
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

早
期
発
見
・
治
療
と

地
域
の
皆
さ
ん
の
支
え
を

　

認
知
症
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

で
発
症
し
て
い
き
ま
す
が
、
脳
血

管
性
認
知
症
は
主
に
男
性
に
多
く
、

脳
神
経
の
変
性
で
起
こ
っ
て
き
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
レ
ビ
ー
小
体
型

認
知
症
や
前
頭
側
頭
型
認
知
症
、

慢
性
硬
膜
下
血
腫
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

認
知
症
は
、
早
め
に
発
見
す
れ

ば
薬
に
よ
る
治
療
も
可
能
に
な
っ

て
い
ま
す
。
物
忘
れ
症
状
が
あ
れ

ば
、
早
め
に
主
治
医
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

▼
認
知
症
を
家
族
に
持
つ
人
が

気
づ
い
た
日
常
生
活
の
変
化

・
同
じ
事
を
何
回
も
言
っ
た
り
聞

　

い
た
り
す
る

・
財
布
を
盗
ま
れ
た
と
言
う

・
だ
ら
し
な
く
な
る

・
夜
中
に
急
に
起
き
出
し
て
騒
い

　

だ
り
す
る

・
置
き
忘
れ
、
し
ま
い
忘
れ
が
目

　

立
つ

・
計
算
間
違
い
が
多
く
な
っ
た
。

　

お
つ
り
が
分
か
ら
な
い

・
少
し
前
の
出
来
事
を
す
べ
て
忘

　

れ
て
い
る

・
時
間
が
分
か
ら
な
い

　

物
忘
れ
が
あ
っ
て
も
安
心
し
て

穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
治
療
や
日
常
生
活
の
改
善
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
な
ど
、
残

さ
れ
た
能
力
を
生
か
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

認
知
症
の
人
の
誇
り
を
傷
つ
け

な
い
よ
う
に
、
言
葉
は
そ
の
人
に

と
っ
て
意
味
が
あ
る
こ
と
を
理
解

し
ま
し
ょ
う
。
も
し
認
知
症
の
人

が
い
つ
も
と
違
う
様
子
で
歩
い
て

い
た
ら
声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
見
守
り

支
援
も
大
切
で
す
。

広報ひの ２００９年１月号

認
知
症
の
予
防
・
早
期
発
見
へ

　

物
忘
れ
相
談
を
始
め
ま
す

町
で
は
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
認
知
症
検
査
を
始
め
ま
す
。

こ
の
検
査
は
、
記
憶
や
日
時
、
言
葉
の
暗
唱
、

図
形
の
複
写
な
ど
の
検
査
を
、

パ
ソ
コ
ン
画
面
に
触
れ
る
こ
と
で
行
う
簡
単
な
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、「
ぽ
か
ぽ
か
教
室
」
の
中
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
病
院
に
は
物
忘
れ
の
専
門
外
来
も
あ
り
ま
す
。

受
診
す
る
と
き
は
あ
ら
か
じ
め
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

認
知
症
の
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
人
は
、

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
電
話　

‐
１
８
５
２
）
へ

７２

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
野
病
院　

脳
神
経
内
科
、
心
療
内
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
電
話　

‐
０
３
５
１
）

７２

▼
鳥
取
大
学
医
学
部
付
属
病
院　

も
の
忘
れ
外
来

　
　
　
　
　
　
　
　

（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
６
７
５
２
）

３８

▼
西
伯
病
院　

も
の
忘
れ
外
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
２
２
１
１
）

６６

▼
山
陰
労
災
病
院　

脳
神
経
内
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
８
１
８
１
）

３３

▼
米
子
医
療
セ
ン
タ
ー　

脳
神
経
内
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
７
１
１
１
）

３３

物 忘 れ 外 来

認知症がある高齢者の割合
～高齢者の年齢段階別認知症有病率～

平成４年２月老計第２９号、老健１４号より　
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昨
年　

月　

日
の
「
町
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
大
会
」
の
中
で
発
表
さ
れ
た
、

１１

１６

日
野
中
学
校
３
年
の
三
島
瑞
季
さ
ん
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

 　
「 
認 
知 
症 
」　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
中
学
校
３
年 
三
島 
瑞
季

三島瑞季さん



7 広報ひの ２００９年１月号

　平成２１年春に大学や高校などを卒業予定の人や、すでに卒業して未就職の

人、一般の求職者などを対象に、企業が業務や求人内容を説明し、希望者と

の面談を行う「とっとり就職フェア」を開きます。

　予約不要で参加は無料、履歴書も不要です。参加企業の一覧表は、（財）ふ

るさと鳥取県定住機構ホームページ【http://www.z-tic.or.jp/~furusato/】

に、１月中旬に掲載予定です。

実施団体　主催／鳥取県、鳥取県教育委員会、鳥取労働局ほか
　　　　後援／ (独 ) 雇用・能力開発機構鳥取センターほか

問合せ　( 財 ) ふるさと鳥取県定住機構 (電話０８５７‐２４‐４７４０)
　　　　鳥取労働局職業安定部 職業安定課 (電話０８５７‐２９‐１７０７)
　　　　鳥取県商工労働部 経済・雇用政策総室雇用就業支援チーム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(電話０８５７‐２６‐７６９３）

　行政相談委員は、総務大臣から委嘱された民間有識者で、全国に約５,０００人が配置さ
れています。
　皆さんの身近な相談相手として、役所の仕事についての苦情や要望などの相談を毎
年約１０万件以上受け付け、助言や関係機関に対する通知などを行っています。
　受け付けた相談の中で、内容が複雑なものについては、行政評価事務所などに連絡し、
解決を進めます。このような仕組みは、他の国からも注目されています。
 

　鳥取県内には４８人の行政相談委員が配置されています。日野町担当の行政相談委員
は、野田の小谷 学（こだにまなぶ）さんです。小谷委員は、原則として第２水曜日の
午前９時から正午まで、日野町公民館（黒坂）または山村開発センター（根雨）で相談
所を開き、苦情や意見・要望を受け付けています。（毎月の日程は、広報ひの「くらし
のカレンダー」に掲載しています）
　役所の仕事やサービスについての疑問や苦情などがありましたらお気軽にご相談く
ださい。なお、相談は無料で、秘密は固く守られます。
 

相談内容の一例

【 年 金 】
国民年金や厚生年金の資
格条件について教えて▼
国民年金が支給されない
理由を調べてほしい

【道路・運送】
国道の危険な個所を早く
直してほしい▼バスダイ
ヤが便利になるよう改善
してほしい

【社会福祉】　
母子家庭への行政の援助
措置を教えてほしい▼母
子家庭だが児童扶養手当
を受け取れるか知りたい

【 雇 用 】
倒産した会社の未払い賃
金の立替払を早急にして
ほしい▼長時間労働改善
へ会社を指導してほしい

【河川など】
橋の欄干とフェンスの間
のすき間から子どもが落
ちそうなので、河川の防護
柵を延長してほしい

【申請などの窓口】
手続きや申請をどこにし
たらいいのか分からない
ので、教えてほしい

小谷　学さん

行政相談制度につい
てのお問合せは、総
務省鳥取行政評価事
務所 行政相談課（電
話０８５７‐２４‐５５４２）ま
でお願いします

２００９・２月

開 催 日 時 ・ 会 場

米子会場倉吉会場鳥取会場会 場

２月６日 (金 )
 

午後１時～午後４時３０分
( 受付：正午～午後４時 )

２月５日 (木 )
 

午後１時～午後４時３０分
( 受付：正午～午後４時 )

２月４日 ( 水 )
 

午後１時～午後４時３０分
( 受付：正午～午後４時 )

日 時

米子コンベンションセンター
（米子市末広町 )

倉吉シティホテル
（倉吉市山根 )

鳥取産業体育館
（鳥取市天神町 )

場 所
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▼
４
月
分
年
金
か
ら
の
変
更
を
希
望
す
る
人
は
、
１
月

　
　

日
（
金
）
ま
で
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
（
期
限
を

３０

　
 

過
ぎ
て
の
手
続
き
の
場
合
、
６
月
分
以
降
の
年
金
か
ら
随
時

　
 

納
付
方
法
を
変
更
し
ま
す
）

▼
今
ま
で
ど
お
り
年
金
か
ら
の
引
落
と
し
を
希
望
す
る

　

人
は
、
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
振
替
口
座
の
預
金
通
帳

・
通
帳
の
お
届
け
印

・
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証

問
合
せ　

役
場
住
民
課  
担
当　

音
田
・
瀬
崎
（
電
話　

‐
０
３
３
３
）

７２

広報ひの ２００９年１月号

　

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢

者
保
険
料
を
年
金
か
ら
引
落
と
し

で
納
付
し
て
い
る
人
（
今
年
４
月

か
ら
開
始
の
人
を
含
む
）
は
、
申

請
に
よ
り
、
４
月
分
の
年
金
か
ら

口
座
振
替
で
の
納
付
に
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
、
役
場
住
民
課
ま
た
は
黒
坂
支

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
、

そ
の
社
会
保
険
料
控
除
は
、
口
座

振
替
で
支
払
っ
た
人
に
適
用
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
世
帯
全
体

の
所
得
税
や
住
民
税
が
減
額
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
６
月
以
降
の
年
金
か
ら
の
支
払

い
が
中
止
に
な
り
、
口
座
振
替
に

な
り
ま
す
。（
支
払
う
保
険
料
の

総
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）

　病院に入院する人で一定基
準以下の所得の人は、申請に
より入院食事代の負担が軽く
なります。申請手続きは、役
場健康福祉課または役場黒坂
支所で行うことができます。
　詳しくは役場健康福祉課ま
でお問合せください。
問合せ：役場健康福祉課　担
当　田貝・伊田（電話７２-０３３４）

町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
を
対
象

に
、
出
産
育
児
一
時
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
が
、
１

月
１
日
か
ら
、
産
科
医
療
保
障
制
度
に
加
入
す
る

医
療
機
関
で
出
産
し
た
場
合
、
出
産
育
児
一
時
金

が
、
現
在
の　

万
円
に
３
万
円
上
乗
せ
し
て　

万

３５

３８

円
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
担
当
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

役
場
健
康
福
祉
課  

　
　
　
　

担
当　

田
貝
（
電
話　

‐
０
３
３
４
）

７２

平成２１年度 日野病院組合看護師育成奨学金 奨学生募集

　日野病院組合では、看護師の業務に従事しようとする看護学生に、修学に必要な資
金を貸し付ける奨学金制度を設けました。
　将来、日野病院組合（日野病院または介護老人保健施設あやめ）に就職した場合に
は奨学金の返還を免除する規定もあります。
　関心がある人は、お気軽にお問合せください。

募　集　期　間　平成２１年２月２日（月）から２月２７日（金）まで

応募・問合せ先　〒 689-4504 鳥取県日野郡日野町野田 332
　　　　　　　　日野病院組合 事務局総務課
　　　　　　　　(電話７２‐０３５１　FAX ７２‐００８９)
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町
で
は
、
昨
年
６
月
に
「
愛
と
元
気
の
日
野
町
ふ
る

さ
と
基
金
」
を
創
設
し
、
賛
同
い
た
だ
け
る
皆
さ
ん
か

ら
の
寄
附
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
昨
年
末
現
在
で
計　

件
、

３５

合
計
１
７
４
万
５
０
０
０
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
福
祉
や
文
化
活
動
、
安
心
・

安
全
な
地
域
づ
く
り
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

　

な
お
、
寄
附
は
現
在
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
親
せ
き
や
友
人
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
皆
さ
ん
へ
、
こ
の
基
金
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

▼
寄
附
の
申
込
み
方
法

 　

寄
附
の
申
込
み
に
は
、
ま
ず
寄
附
申
込
書
を
町

か
ら
取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
町

か
ら
郵
送
し
ま
す
。
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

届
い
た
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
町
へ

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
申
込
書
を
も
と
に
、
町
か
ら
振
込

用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

　

寄
附
金
は
、
一
口
５
０
０
０
円
を
基
本
と
し
て
、

何
口
で
も
受
付
け
ま
す
。　
（
５
０
０
０
円
以
下
で

も
受
付
け
ま
す
）

　

日
野
町
へ
寄
附
さ
れ
た
場
合
、
税
法
上
の
優
遇

制
度
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
個
人
の
場
合

は
、
寄
附
金
の
下
限
額
（
５
０
０
０
円
）
を
超
え
る

部
分
に
つ
い
て
税
額
控
除
措
置
が
あ
り
ま
す
。

▼
寄
附
申
込
書
の
請
求
・
問
合
せ
先

 

■
郵
便　

〒
６
８
９
‐
４
５
０
３

　
　
　
　
 

鳥
取
県
日
野
郡
日
野
町
根
雨　
１０１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
町
役
場
企
画
政
策
課

■
電
話　
　

‐
０
３
３
２

７２

■
Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

‐
１
４
８
４

７２

■
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　

　
　

　
　
  

kikaku@town.hino.tottori.jp

 

■
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
　

　
　
  

http://www.town.hino.tottori.jp

寄
附
金
の
使
い
み
ち

①
子
ど
も
た
ち
が
す
く
す
く

と
育
ち
、
高
齢
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
福
祉
事
業

想
定
で
き
る
事
業
＝
保
育
所
・

小
中
学
校
の
充
実
、
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
な
ど

②
自
然
や
史
跡
、
文
化
財
な

ど
を
保
存
活
用
す
る
事
業

想
定
で
き
る
事
業
＝
町
歴
史
民

俗
資
料
館
、
黒
坂
鏡
山
城
跡
な

ど
の
文
化
財
保
護
や
、
滝
山
、

鵜
の
池
公
園
の
維
持
管
理
な
ど

③
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、
芸
術

活
動
を
推
進
す
る
事
業

想
定
で
き
る
事
業
＝
文
化
セ
ン

タ
ー
・
図
書
館
の
充
実

④
住
民
み
ん
な
で
つ
く
る
安

心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
事

業想
定
で
き
る
事
業
＝
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
活
動
、
自
主

防
災
組
織
育
成
な
ど
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町
が
行
っ
て
い
る
介
護
予
防
教
室
「
ぽ

か
ぽ
か
教
室
」
が
、　

月　

日
、
黒
坂
１

１２

１０

区
集
会
所
で
開
か
れ
、
黒
坂
１
区
の
住
民

　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

１０
　

今
回
は
、
血
圧
な
ど
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

の
あ
と
、
黒
坂
警
察
署
職
員
の
「
黒
パ
ト

劇
団
」
に
よ
る
、
振
り
込
め
詐
欺
防
止
の

た
め
の
寸
劇
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
詐
欺
グ
ル
ー
プ
が
高
齢
者
の

家
に
電
話
を
か
け
、「
年
金
の
還
付
金
が

あ
る
」
と
、
言
葉
巧
み
に
現
金
を
振
り
込

ま
せ
よ
う
と
す
る
場
面
を
劇
に
し
た
も
の

で
、
笑
い
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
参
加
者
に

分
か
り
や
す
く
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
振
り
込
め
詐
欺
に
遭
わ
な

い
た
め
の
話
し
合
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
実
際
に
詐
欺
の
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
時
の
体
験
を
話
し
た
り
、
熱

心
に
質
問
を
し
た
り
と
、
身
近
に
起
こ
り

や
す
い
犯
罪
の
対
処
方
法
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。

 

▼
「
ぽ
か
ぽ
か
教
室
」
参
加
者
募
集

　

年
間
を
通
し
て
介
護
予
防
に
取
組
み
、

楽
し
く
気
軽
に
で
き
る
「
ぽ
か
ぽ
か
教
室
」

の
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

内
容　

筋
力
向
上 
（
ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
を

　
　
　

使
っ
た
簡
単
な
体
操
）、
作
品
製

　
　
　

作
、
歯
磨
き
指
導
な
ど

対
象　

お
お
む
ね
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

　
　
　
（
友
達
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
自
治
会
な
ど
）

場
所　

集
会
所
な
ど
、
体
操
な
ど
が
で
き

　
　
　

る
場
所

料
金　

材
料
費
の
み
実
費

日
程　

責
任
者
の
人
と
調
整
し
て
希
望
の

　
　
　

日
な
ど
を
決
め
ま
す

問
合
せ
・
申
込
み　

役
場
健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　

（
電
話　

‐
０
３
３
４
）

７２

詐欺の手口を知ることが、被害を防ぐ第一歩

健
康
づ
く
り
と
防
犯
対
策
を
学
ぶ

　

お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
へ
お

返
し
の
気
持
ち
を
表
そ
う
と
、
根
雨
小
学

校
の
児
童
が
、
町
内
２
か
所
へ
も
ち
米
を

贈
り
ま
し
た
。

　

贈
ら
れ
た
の
は
、
根
雨
小
学
校
近
く
の

水
田
で
児
童
ら
が
育
て
て
収
穫
し
た
ヒ
メ

ノ
モ
チ　

㌔
。
そ
れ
を　

㌔
ず
つ
２
つ
の

２０

１０

袋
に
分
け
、
介
護
老
人
保
健
施
設
お
し
ど

り
荘
（
根
雨
）
と
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
黒
坂
）
へ
児
童
代
表
が
届
け
ま
し
た
。

　

代
表
の
２
人
は
、「
根
雨
小
学
校
の
児
童

が
育
て
た
も
ち
米
で
す
。
み
ん
な
で
お
い

し
く
食
べ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
な
が
ら
手

渡
し
て
い
ま
し
た
。

元気で新年を迎えてほしいとプレゼント

僕
ら
が
育
て
た
お
米
で
す

　
　

月　

日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
第
５

１２

１４

回
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
「
響
け
和
太
鼓
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

出
演
し
た
の
は
、
米
子
市
な
ど
で
活
動

し
て
い
る
和
太
鼓
の
ア
マ
チ
ュ
ア
グ
ル
ー

プ
「
十
八
太
鼓
」
の
メ
ン
バ
ー　

人
。
ホ
ー

１０

ル
内
の
空
気
を
震
わ
す
よ
う
な
迫
力
の
音

色
を
響
か
せ
な
が
ら
「
昇
龍
」
な
ど
５
曲
を

披
露
し
、
観
客
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
金
持
青
年
会

も
特
別
参
加
し
、
金
持
神
社
名
物
の
獅
子

舞
を
披
露
、
観
客
の
健
康
や
開
運
を
願
い

な
が
ら
迫
力
の
舞
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

心
震
わ
す
太
鼓
の
響
き

福祉施設での演奏が主な活動の場という十八太鼓
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平
成　

年
度
全
国
中
学
生
人
権

２０

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
鳥
取
県
大
会
（
鳥

取
地
方
法
務
局
、
鳥
取
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
主
催
）
で
、
日
野
中

学
校
３
年
の
西
村
美
香
さ
ん
の
作

文
が
奨
励
賞
に
選
ば
れ
、　

月　
１２

１９

日
、
日
野
中
学
校
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

西
村
さ
ん
は
、「
受
賞
は
と
て
も

う
れ
し
い
。
み
ん
な
も
差
別
に
立

ち
向
か
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持

ち
で
作
文
を
書
き
ま
し
た
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

西
村
さ
ん
の
作
品
は
、
今
後
「
広

報
ひ
の
」
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　
　

月　

日
、
日
野
国
際
交
流
協
会
（
小
谷

１２

１５

博
徳
会
長
）
が
、
ひ
の
っ
こ
保
育
所
へ
も
ち

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

贈
ら
れ
た
の
は
、
同
協
会
の
会
員
が

作
っ
た
、
野
菜
を
使
っ
た
５
色
の
も
ち
２

０
０
個
で
、
園
児
ら
に
「
こ
の
お
も
ち
の
色

は
何
で
し
ょ
う
」
と
尋
ね
る
と
、
紫
色
は
紫

い
も
、
黄
色
は
か
ぼ
ち
ゃ
、
緑
色
は
ほ
う
れ

ん
そ
う
な
ど
、
恒
例
に
な
っ
た
も
ち
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
す
ぐ
答
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

保
育
所
の
長
谷
川
所
長
が
「
さ
っ
そ
く
今

日
の
お
や
つ
に
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
」
と
話

す
と
園
児
も
歓
声
を
上
げ
、
お
礼
に
と
「
あ

わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」
の
歌
を

合
唱
し
て
い
ま
し
た
。

元気で冬を過ごしてね

五
色
の
も
ち
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

全
国
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
づ
く
り
に
貢
献

す
る
団
体
や
個
人
を
表
彰
す
る
、「
平
成　

年
２０

度
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
」
を
、
根
雨
の

㈲
安
達
商
事
（
安
達
享
司
代
表
取
締
役
）
が
受

賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
社
が
行
っ
て
い
る
車
を
使
っ
た

移
動
販
売
が
、
高
齢
者
の
安
否
確
認
な
ど
、
地

域
に
密
着
し
た
見
守
り
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
民
間
団

体
で
は
初
め
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
移
動
販
売
は
、
４
台
の
販
売
車
を
使
っ

て
、
日
野
町
を
は
じ
め
、
江
府
町
、
伯
耆
町
の

３
町
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
安
達
代
表
取
締
役

（
写
真
）
は
、「
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
中
、
交

通
手
段
の
な
い
人
た
ち
に
食
料
品
・
必
需
品
を

販
売
す
る
た
め
に
移
動
販
売
を
続
け
て
き
ま
し

た
」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
官
民
が
一
体
に
な
っ
て
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
れ
か

ら
も
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
活

動
を
続
け
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

昨年１２月、東京都内での表彰式で

地
域
の
見
守
り
活
動
が
評
価

差別に負けない心を書いた西村さん（右）

差
別
に
立
ち
向
か
っ
て

　

２
０
０
９
年
の
幕
開
け
と
な
っ
た
１
月

１
日
か
ら
正
月
に
か
け
、
町
内
の
神
社
や

寺
な
ど
に
多
く
の
人
が
初
も
う
で
に
訪
れ

ま
し
た
。

　

町
の
観
光
の
目
玉
、
金
持
神
社
（
金
持
）

も
、
町
内
を
は
じ
め
県
内
外
か
ら
延
べ
６

０
０
０
人
の
参
拝
客
で
に
ぎ
わ
い
、
開
運
・

金
運
や
家
内
安
全
を
祈
願
し
た
り
、
お
守

り
や
お
札
な
ど
を
買
い
求
め
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

金
持
神
社
の
札
所
で
は
、
大
み
そ
か
の

夜
か
ら
温
か
い
そ
ば
な
ど
の
屋
台
も
出
店
、

参
拝
客
の
冷
え
た
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
元
旦
の
朝
に
は
、
境
内
で
金
持
青

年
会
に
よ
る
恒
例
の
獅
子
舞
も
披
露
、
参

拝
客
も
獅
子
に
頭
を
か
ん
で
も
ら
い
、
縁

起
の
良
い
年
始
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。縁起を求め、境内に多くの人が

今
年
も
良
い
年
に
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定
額
給
付
金
の
交
付
を
装
っ

た
振
り
込
め
詐
欺
や
、
個
人

情
報
の
詐
取
な
ど
に
注
意
を

　

現
在
、
与
党
に
お
い
て
決
定
さ

れ
た
「
定
額
給
付
金
」
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
住
民
へ
の
連
絡
や
給
付

を
行
う
段
階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

具
体
的
な
給
付
の
方
法
な
ど
が

決
ま
り
次
第
、
皆
さ
ん
に
広
報
し

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
定
額
給
付
金
」
に

つ
い
て
、

▼
市
町
村
や
県
、
総
務
省
な
ど
が

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な

　

ど
の
現
金
自
動
預
払
機
）
の
操

　

作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対

　

に
あ
り
ま
せ
ん

▼
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、

　

他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で

　

も
ら
う
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま

　

せ
ん

▼
市
町
村
や
県
、
総
務
省
な
ど
が
、

　
「
定
額
給
付
金
」
の
給
付
の
た
め

　

に
、
手
数
料
な
ど
の
振
り
込
み

　

を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

　

ま
せ
ん

▼
今
の
時
点
で
、
市
町
村
や
県
、

　

総
務
省
な
ど
が
住
民
の
世
帯
構

　

成
や
銀
行
口
座
の
番
号
な
ど
の

　

個
人
情
報
を
尋
ね
る
こ
と
は
絶

　

対
に
あ
り
ま
せ
ん

　

自
宅
や
職
場
な
ど
に
市
町
村
や

県
、
総
務
省
（
の
職
員
）
な
ど
を

か
た
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

り
、
郵
便
が
届
い
た
ら
、
迷
わ
ず
、

日
野
町
役
場
（
電
話　

‐
０
３
３

７２

１
）
や
黒
坂
警
察
署
（
電
話　

‐
７４

０
１
１
０
）、
ま
た
は
警
察
相
談

電
話
（
＃
９
１
１
０
）
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

鳥
取
県
学
生
寮 
入
寮
生
募
集

　

東
京
に
あ
る
鳥
取
県
学
生
寮
、

明
倫
館
（
男
子
寮
）
と
清
和
寮

（
女
子
寮
）
の
入
寮
生
を
募
集
し

ま
す
。
出
願
資
格
な
ど
詳
し
く
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
明
倫
館
（
世
田
谷
区
）

　

５
畳
程
度
、
寮
費
＝
月
額
２
万

　

５
０
０
０
円
、
食
費
＝
月
額
１

　

万
６
０
０
０
円
、
電
気
代
別
途

▼
清
和
寮
（
豊
島
区
）

　

５
畳
程
度
、
寮
費
＝
月
額
３
万

　

２
０
０
０
円
、
食
費
＝
月
額
１

　

万
５
０
０
０
円
、
電
気
代
別
途

入
寮
期
間　

２
年
間
ま
た
は
１
年

間
（
原
則
と
し
て
、
大
学
な
ど
の

修
業
年
限
が
３
年
以
上
の
人
は
２

年
間
、
修
業
年
限
が
２
年
の
人
は

１
年
間
）

出
願
手
続　

入
寮
願
書
、
世
帯
全

員
分
の
平
成　

年
分
の
所
得
証
明

１９

書
、
健
康
診
断
書
、
返
信
用
封
筒

と
入
寮
事
前
調
査
票
を
、
在
学
し

て
い
る
県
内
高
等
学
校
等
（
す
で

に
卒
業
し
て
い
る
人
は
出
身
の
高

等
学
校
な
ど
）
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い

出
願
期
限　

１
月　

日（
金
）必
着

３０

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
期
限

以
降
も
受
付
け
ま
す

入
寮
決
定　

先
着
順
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
出
願
者
が
多
い
場
合
、
世

帯
の
所
得
状
況
や
推
薦
書
を
審
査

し
て
選
考
し
、
結
果
は
２
月
末
ま

で
に
通
知
し
ま
す

入
寮
日　

４
月
１
日
（
水
）
か
ら

１
週
間
程
度
の
予
定

問
合
せ　

県
教
育
委
員
会
事
務
局

育
英
奨
学
室
内
（
財
）
鳥
取
県
育

英
会
（
電
話
０
８
５
７
‐　

‐
７

２９

１
４
５
）

所
得
税
、
住
民
税
の
確
定
申
告
は
、
２
月　

日
か
ら
３
月　

日
の

１６

１６

期
間
中
に
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
受
付
の
日
程
な
ど
詳
し
く
は
、「
広
報
ひ
の
お
し
ら
せ
版 
１

月
５
日
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広報ひの ２００９年１月号

▼
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
告

　

自
宅
か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
使
っ
て
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に

送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

▼
最
高
５
０
０
０
円
の
税
額
控
除
が
あ
り
ま
す

　

平
成　

年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
を
、

２０

本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子
証
明
書
を
付
け
て
申

告
期
限
内
に
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
行
う
と
、
所
得
税
額
か
ら

最
高
５
０
０
０
円
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
平
成　

年
分
の
確
定
申
告
で
こ
の
控
除
の
適
用

１９

を
受
け
た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

▼
添
付
書
類
の
提
出
が
省
略
で
き
ま
す

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
行
う
場
合
、

医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど
は
、
そ
の
記

載
内
容
を
入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
提
出

ま
た
は
提
示
を
省
略
で
き
ま
す
（
確
定
申
告
期
限
か

ら
３
年
間
、
添
付
書
類
の
提
出
ま
た
は
提
示
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

詳しい情報は e-Tax ホームページへ　　　　　　　で　　　イータックス 検索

２
月　

日
か
ら

１６

３
月　

日
ま
で

１６
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TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１４８４

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://tosyo.town.hino.tottori.jp

E-mail　hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

●木のおもちゃづくり
２月１５日（日）９：３０～１２：００

場所：図書館車庫
■えとの牛の組み木やパズルなど　

　（要材料費）

●図書館おはなし会
２月２２日（日）１０：００～
場所：図書館絵本コーナー

■節分のおはなし、わらべうたなど

　（参加無料）

●サイエンスアカデミー講座
２月２８日（土）１０：３０～１２：００
場所：図書館郷土資料コーナー

■「サンドリサイクルによる海岸保全」
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サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト　

６
Vol.

米
子
市
在
住
の
落
語
家
、
桂
小
文
吾
さ
ん
を
招
い
て
落

語
会
を
開
き
ま
す
。

演
目
は
、
歌
や
踊
り
も
交
え
た「
お
た
の
し
み
ア
ラ
カ
ル

ト
」
や
、
落
語
「
日
野
川
の
カ
ッ
パ
捕
り
」
な
ど
。
新

春
に
笑
っ
て
元
気
な
一
年
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

１３：３０開演（１３：００開場）

出　演　桂小文吾さん
会　場　町文化センター／ホワイエ
チケット　５００円（飲み物付き）
　  　　　町図書館・町公民館で取り扱っています
主　催　ホールと共に歩む会

町文化センター・図書館を支えるボランティア②

　　　　　　　　　　　　　　　
～ホールと共に歩む会～

　「ホールと共に歩む会」は、１９９５年の町文化センター開館と同時に
結成され、地元の音楽愛好家の発表の場を作ったり、ホールの主催事
業や県西部地震後の復興イベントなど
の活動を行ってきました。
　その後、一時活動を休止していまし
たが、２００７年の映画「梨の花は春の雪」
の上映をきっかけに活動を再開、地元
の芸術家を招いて、１コイン５００円で親
しめる生のコンサートなどを企画・運営
しています。
　代表の木島泰さん（根雨）は、「多く
の人にホール活動に参加してもらい、
まちが元気になれば」と話します。
　会では、現在会員を募集しています。詳しくは、事務局　生田安子
さん（電話７２‐１３０１）までお問合せください。

　

　町図書館では、平成２１年４月から１年間、月刊紙なら１か月以内、
週刊紙なら１週間以内に定期的に寄贈いただける人を募集していま
す。詳しくは、町図書館（電話７２‐１３００）までお問合せください。
※雑誌の内容によっては、寄贈をご遠慮する場合があります

ホワイエでのサロンコンサート

〇印が休館日です

カレンダー

２月１６日（月）～２１日（土）は、
蔵書点検のため休館します

２月１日 ( 日 ) ～２７日 ( 金 )

●町歴史研修会公開講座
２月１８日（水）１３：３０～
場所：山村開発センター 研修室

■我が家の一品展



世
界
に
一
つ
だ
け
の
茶
碗
に
笑
顔

　

▼
陶
芸
教
室
（
作
品
受
取
り
）

楽
し
く
作
っ
て
、
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た

　

▼
小
学
生
お
菓
子
づ
く
り
教
室
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ケ
ー
キ
み
た
い
な

ミ
ル
ク
レ
ー
プ

　
　

月　

日
、
小
学
生
お
菓
子
づ

１１

２９

く
り
教
室
を
町
公
民
館
で
開
き

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
の
飯
島
好
江
さ
ん
を
講
師

に
「
ミ
ル
ク
レ
ー
プ
」
を
作
り
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
家

庭
で
も
作
り
や
す
い
よ
う
ホ
ッ

ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
を
使
っ
た

レ
シ
ピ
に
挑
戦
。
生
地
を
作
り
、

何
枚
も
ク
レ
ー
プ
を
焼
き
ま
し

た
。
参
加
者
は
ク
リ
ー
ム
を
泡

立
て
る
の
に
苦
労
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
ク
レ
ー
プ
と
ク
リ
ー

ム
を
何
層
も
重
ね
て
見
事
な
ミ

ル
ク
レ
ー
プ
が
完
成
し
、
切
り
分

け
る
と
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

食
べ
て
み
る
と
ク
レ
ー
プ
は

モ
ッ
チ
リ
と
し
、
ク
リ
ー
ム
は
ト

ロ
ッ
と
甘
く
、
楽
し
い
教
室
と
な

り
ま
し
た
。

お母さんたちも参加しました

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

 
日
野
町
公
民
館
長　

長
谷
川　

司

　　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
公
民
館
運
営
お
よ
び

各
種
体
験
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、

利
用
者
の
皆
様
、
公
民
館
運
営
審
議

会
委
員
、
講
師
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ

の
ほ
か
多
く
の
皆
様
に
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

公
民
館
は
生
涯
学
習
の
拠
点
お
よ

び
地
域
づ
く
り
の
核
と
し
て
、
日
々
、

人
が
集
い
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
多
く
の
皆
様
の
笑
顔
が

溢
れ
る
公
民
館
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
年
も
、
町
内
の
自
然
や
公
民
館

で
楽
し
く
て
心
に
残
る
よ
う
な
講
座

の
開
催
、
自
然
体
験
や
健
康
づ
く
り

活
動
な
ど
を
企
画
す
る
予
定
で
す
の

で
、
来
て
み
て
★
見
て
み
て
★
触
れ

て
み
て
！
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
公
民
館
で
は
「
出
か
け
る
公

民
館
」
と
し
て
地
域
の
皆
様
の
そ
ば
で

講
座
を
開
催
し
た
り
、
行
事
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
多
く
の
皆
様
と
の
新
し
い
出
会

い
、
仲
間
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

公
民
館
に
人
が
集
い
、
心
が
通
い
、

た
く
さ
ん
の
笑
顔
の
花
が
咲
き
ま
す

よ
う
、
公
民
館
職
員
一
同
心
を
新
た

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

来
年
度
の
教
室
に

期
待
が
膨
ら
む

　
　

月
６
日
、
陶
芸
教
室
（
作
品

１２
受
取
り
）
を
町
公
民
館
で
開
き
ま

し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、　

月
の
公
民
館

１１

ま
つ
り
で
の
体
験
教
室
で
参
加

者
が
抹
茶
茶
碗
の
形
を
作
っ
た

も
の
を
、
町
陶
芸
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ん
が
焼
き
、
自
分
の
作
品
で
薄

茶
を
飲
ん
で
み
よ
う
と
計
画
し

た
も
の
で
す
。

　

ま
ず
、
参
加
者
は
作
品
を
受
け

取
り
、
鑑
賞
を
し
ま
し
た
。「
思

い
ど
お
り
の
形
と
色
に
仕
上

が
っ
た
」「
予
想
以
上
に
焼
く
と

小
さ
く
な
る
な
ぁ
」
と
い
っ
た
感

想
が
出
て
い
ま
し
た
。
来
年
度

は
た
く
さ
ん
の
作
品
を
作
っ
て

公
民
館
ま
つ
り
に
展
示
し
て
は

ど
う
か
と
い
う
案
も
あ
り
、
来
年

度
が
楽
し
み
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
来
年
度
の
教
室
に

参
加
い
た
だ
き
、
世
界
に
一
つ
だ

け
の
作
品
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

出来上がった作品をみんなで観賞



自
分
で
打
っ
た
そ
ば
の
味
は
最
高
！

　

▼
そ
ば
打
ち
体
験
教
室
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身
近
に
あ
る

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

　

講
座
で
は
、
ま
ず
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
意
味
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
は
、
英
語
で

「
普
遍
的
な
」「
全
体
」
と
い
う
意

味
で
、
デ
ザ
イ
ン
は
「
設
計
図
」

「
図
案
」
と
い
う
意
味
。
合
わ
せ

る
と
、「
す
べ
て
の
人
の
た
め
の

設
計
図
」
と
直
訳
で
き
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
と
は
、「
年
齢
や
障
害
な
ど

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
が
生

活
に
必
要
な
す
べ
て
の
も
の
を
で

き
る
だ
け
多
く
の
人
が
使
い
や
す

い
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
作
る
こ

と
」
と
な
り
ま
す
。

　

川
上
所
長
は
、「
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
の
中
で
、
右
利
き
や
左
利
き

で
も
使
え
る
も
の
が
あ
っ
た
り
、

シ
ャ
ン
プ
ー
と
リ
ン
ス
を
使
い
間

違
え
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
公
衆
ト
イ
レ
に
赤
ち
ゃ
ん

用
ベ
ッ
ド
が
あ
っ
た
り
、
車
椅
子

の
マ
ー
ク
が
あ
る
優
先
駐
車
場
を

気
に
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
話
し
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
身
近
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
に
気
付
き
、
立
場
を
考

え
て
均
等
で
な
い
と
い
け
な
い
こ

と
を
例
に
挙
げ
て
学
園
生
に
投
げ

か
け
、「
人
の
こ
と
を
考
え
る
と

い
う
こ
と
は
昔
か
ら
大
切
な
こ
と
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
精
神

で
、
も
の
づ
く
り
・
人
づ
く
り
・

社
会
（
地
域
）
づ
く
り
を
進
め
な

い
と
い
け
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

学
園
生
は
川
上
さ
ん
の
軽
快
な

話
に
耳
を
傾
け
、
う
な
ず
き
な
が

ら
真
剣
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

す
べ
て
の
人
の
た
め
の
地
域
づ
く
り
を

　
　

▼
第
９
回
お
し
ど
り
学
園

　
　

月　

日
、
お
し
ど
り
学
園
を
町
公
民
館
で
開
き
ま
し
た
。

１２

１９

　

今
回
は
「
人
権
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
と
題
し
て
、
町

人
権
セ
ン
タ
ー
の
川
上
博
史
所
長
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

熱く語る川上所長

●公民館が出かけます
　さまざまな行事やサークル活動など、地域の情報をお寄
せください。
　また、「こんな学習がしてみたい」などの相談もお待ちし
ています。
連絡・問合せ　町公民館（電話７４‐０２１２）
Ｅメール　　　kouminkan@town.hino.tottori.jp

　
　

月　

日
、
そ
ば
打
ち
体
験
教

１２

２３

室
を
町
公
民
館
で
開
き
ま
し
た
。

　

講
師
の
里
山
元
気
塾
塾
長
、
小

谷
博
徳
さ
ん
か
ら
、「
ど
素
人
」
で

も
お
い
し
い
そ
ば
が
打
て
る
と

一
つ
一
つ 
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
用
意
さ
れ
た
そ
ば

粉
と
水
を
入
れ
、
水
回
し
か
ら
始

め
ま
し
た
。
初
め
て
そ
ば
打
ち

に
触
れ
る
参
加
者
は
緊
張
と
期

待
を
胸
に
力
を
入
れ
て
こ
ね
ま

し
た
。
中
に
は
打
ち
慣
れ
た
参

加
者
も
あ
り
、
初
め
て
の
人
に
声

を
か
け
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い

の
雰
囲
気
で
し
た
。

　

湯
が
し
た
て
の
そ
ば
の
味
は

格
別
で
、
参
加
者
誰
も
が
お
い
し

い
、
お
い
し
い
と
笑
顔
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

小
谷
さ
ん
は
、「
最
高
の
ご
ち

そ
う
は
手
作
り
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も

楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
、
参

加
者
は
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

お味はどうかな？手作りの味に期待

町公民館の使用手続きについて
 

　日ごろから公民館を使用いただき、ありがとうござい
ます。使用の際は、次の点をお願いします。
 

①「公民館使用申込書」を原則として使用前に提出してください
②公民館職員も掃除を行っていますが、使用後の掃除の徹底を
　お願いします
③使用できる日は、年末年始（１２月２９日～１月３日）を除く日です
④使用できる時間は、午前８時３０分～午後１０時までです
⑤施設内は禁煙です。喫煙は玄関横の所定の場所でお願いします
 

※ロビーや図書室は午前８時３０分～午後５時３０分まで
開放しています。お気軽にお越しください。
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多 
く
の 
催 
し
で
に
ぎ
わ
う

お
お 

も
よ
お

　
　
 

月 
６ 
日 
、
７
日
の
２ 
日
間 
、

が
つ 

か 

か　

か
ん

12

 
下
榎  
隣
保
館 
・ 
集
会
所 
、 

老
人  
憩 

し
も
え
の
き 

り
ん
ぽ
か
ん 

し
ゅ
う
か
い
し
ょ 

ろ
う
じ
ん 

い
こ
い

の 
家 
を 
会
場 
に
、 

第 　
 

回  
日
野
町 

い
え 

か
い
じ
ょ
う 

だ
い 

か
い 

ひ
の
ち
ょ
う

３１

 
解
放  
文
化
祭 
を 
開 
き
ま
し
た
。

か
い
ほ
う 

ぶ
ん
か
さ
い 

ひ
ら

　
 

初
日 
は
あ
い
に
く
の 
雪
模
様 
で

し
ょ
に
ち 

ゆ
き　

も
よ
う

し
た
が
、 

多 
く
の 
皆 
さ
ん
が 
参
加 

お
お 

み
な 

さ
ん
か

し
、 

盛
大 
に 
開
会
式 
を 
行 
い
ま
し

せ
い
だ
い 

か
い
か
い
し
き 

お
こ
な

た
。

　

開
会
式
の
あ
と
は
、「 
身
近 
な

み　

ぢ
か

 
障 
が
い
を 
知 
ろ
う
」
と 
題 
し
て
、

し
ょ
う 

し 

だ
い

セ
ル
プ
ひ
の 
所
長 
の 
田
子  
功
司 
さ

し
ょ
ち
ょ
う 

た　

ご 

こ
う
じ

ん
に
よ
る 
講
演
会 
と
、
セ
ル
プ
ひ

こ
う
え
ん
か
い

の
の
み
な
さ
ん
に
よ
る 
寸
劇 
「 
中 

す
ん
げ
き 

ち
ゅ
う

 
学
生 
セ
ル
プ 
日
記 
」
で 
会
場 
を 
沸 

が
く
せ
い 

に
っ
き 

か
い
じ
ょ
う 

わ

か
せ
ま
し
た
。　
　
　
　

　

ま
た
、 

自
治  
会 
に
よ
る
も
ち
つ

じ　

ち 

か
い

き 
大
会 
も 
野
外 
で
行
い
、 

大
勢 
の

た
い
か
い 

や　

が
い 

お
お
ぜ
い

 
人 
に 
楽 
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ひ
と 

た
の

　
 
午
後 
に
は
、 

日
野  
中
学
校  
吹
奏 

ご　

ご 

ひ　

の 

ち
ゅ
う
が
っ
こ
う 

す
い
そ
う

 
楽
部 
の
皆
さ
ん
が 
演
奏 
す
る
と
い

が
く　

ぶ 

え
ん
そ
う

う
こ
と
で 
会
場 
は 
超
満
員 
、 

生 
の

か
い
じ
ょ
う 

ち
ょ
う
ま
ん
い
ん 

な
ま

演
奏
に 
惜 
し
み
な
い 
拍
手 
が 
送 
ら

お 

は
く
し
ゅ 

お
く

れ
ま
し
た
。

 
新 
そ
ば
も 
大  
人
気 

し
ん 

だ
い 

に
ん
き

　

２ 
日
目 
の
催
し
の 
幕
開 
け
と

か　

め 

ま
く　

あ

な
っ
た
そ
ば 
打 
ち 
講
習
会 
に
は
、

う 

こ
う
し
ゅ
う
か
い

中
学
生
を 
含 
む
そ
ば
フ
ァ
ン
が
そ

ふ
く

ば
打
ち
に 
挑
戦 
し
ま
し
た
。　

ち
ょ
う
せ
ん

　
 

野
田 
の 
山
本  
晴
正 
さ
ん
と 
生
田 

の　

た 

や
ま
も
と 

は
る
ま
さ 

い
く
た

 
俊
一 
さ
ん
の 
丁
寧 
な 
指
導 
の
も
と
、

し
ゅ
ん
い
ち 

て
い
ね
い 

し　

ど
う

 
新 
そ
ば
を 
使 
っ
た 
手
打 
ち
そ
ば
を

し
ん 

つ
か 

て　

う

 
作 
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
ば
の 
試 

つ
く 

し

 
食
会 
１
０
０ 
食 
も 
大
盛
況 
で
し
た
。

し
ょ
く
か
い 

し
ょ
く 

だ
い
せ
い
き
ょ
う

　

午
後
の 
演
芸
会 
で
は
、 

歌 
と 
踊 

え
ん
げ
い
か
い 

う
た 

お
ど

り
の
ほ
か
、「 
還
付  
金  
詐
欺 
に
ご

か
ん　

ぷ 

き
ん 

さ　

ぎ

 
注
意 
」
と
題
し
て
、 

黒
坂  
警
察
署 

ち
ゅ
う
い 

く
ろ
さ
か 

け
い
さ
つ
し
ょ

の 
黒 
パ
ト 
劇
団 
が 
寸
劇 
を 
披
露 
、

く
ろ 

げ
き
だ
ん 

す
ん
げ
き 

ひ　

ろ
う

 
社
会  
問
題 
と
な
っ
て
い
る 
振 
り 
込 

し
ゃ
か
い 

も
ん
だ
い 

ふ 

こ

め
詐
欺
に 
巻 
き 
込 
ま
れ
な
い
よ
う

ま 

こ

 
啓
発 
し
ま
し
た
。

け
い
は
つ

　

ま
た
、 

飛 
び 
入 
り 
出
演 
も
あ
り
、

と 

い 

し
ゅ
つ
え
ん

 
笑 
い
と
拍
手
で
と
て
も
に
ぎ
や
か

わ
らな

ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
間
に
わ
た
っ
て 
展
示  
会
場 

て
ん　

じ 

か
い
じ
ょ
う

と
な
っ
た
隣
保
館
・
集
会
所
で
も
、

 
人
権 
に
か
か
わ
る 
各
団
体 
、 

保
育 

じ
ん
け
ん 

か
く
だ
ん
た
い 

ほ　

い
く

 
所  
園
児 
か
ら
お 
年
寄 
り
ま
で
と 
幅 

し
ょ 

え
ん　

じ 

と
し　

よ 

は
ば

 
広 
い
皆
さ
ん
か
ら 
寄 
せ
ら
れ
た 
作 

ひ
ろ 

よ 

さ
く

 
品 
の 
数
 々
に
、 

見
学
者 
か
ら
も

ひ
ん 

か
ず
か
ず 

け
ん
が
く　

し
ゃ

「
と
て
も
よ
か
っ
た
」
の 
感
想 
を

か
ん
そ
う

多
く 
聞 
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

き

　

２
０
０
８ 
年 
も
多
く
の
皆
さ
ん

ね
ん

の
ご 
協
力 
に
よ
り 
盛
大 
に 
開
催 
で

き
ょ
う
り
ょ
く 

せ
い
だ
い 

か
い
さ
い

き
ま
し
た
こ
と
を
、 

関
係
者  
一
同 
、

か
ん
け
い
し
ゃ 

い
ち
ど
う

 
心 
か
ら 
感
謝 
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
ろ 

か
ん
し
ゃ

　
 

今
後 
の
隣
保
館 
活
動 
に
つ
い
て

こ
ん
ご 

か
つ
ど
う

も
、
ご
協
力
お 
願 
い
い
た
し
ま
す
。

ね
が

い ば な そうげつりゅう が つ に ち か

ぷ ん はなだい  とうじつしゅうきん

しもえのきしゅうかいしょ いくた きよこ

あ も の か ど ご ご  じ

ろうじん  いこい い え  こ う し あだち としこ

にってい へんこう くわ

しもえのきりんぽかん じ か ん  よ て い  ちょうみん

さ ん か き が る

２
月
の 
学
習
講
座 

が
く
し
ゅ
う
こ
う
ざ 

予
定 

よ
て
い

な
わ　

づ
く 

こ
う
り
ゅ
う

な
わ　

づ
く 

つ
う

こ
う
り
ゅ
う 

え 

み

が
く
し
ゅ
う
か
い 

こ

ち
ょ
う
せ
ん

ち
い 

て

あ

や
ま 

と

つ 

ゆ　

ら
い 

き

 
町 

ち
ょ
う 

解
放 

か
い
ほ
う 

文
化
祭 

ぶ
ん
か
さ
い

、 
盛
大 
に 
開
催 

せ
い
だ
い 

か
い
さ
い

お正月の準備が整いました

私の作品もあるかな

迫力ある音色を聞かせる



【
町
長
あ
い
さ
つ
】

　

開
会
に
あ
た
り
景
山
享
弘
町
長

が
あ
い
さ
つ
し
、「
町
民
み
ん
な

が
心
豊
か
で
、
安
心
・
安
全
な
暮

ら
し
と
、
地
域
に
誇
り
が
持
て
る

町
を
目
指
し
た
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
人
権
尊
重
が
一
番
大
切
で
あ

り
、
誰
も
が
相
手
を
思
い
や
る
こ

と
が
大
切
と
確
信
し
て
い
る
。
自

己
中
心
的
で
人
権
を
無
視
し
た
事

件
が
相
次
ぐ
中
、
人
間
ら
し
い
生

活
を
築
い
て
い
く
た
め
、
会
場
の

皆
さ
ん
と
語
り
合
え
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
期
待
し
ま
す
。
研
究
集
会

が
小
地
域
座
談
会
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
を
希
望
し
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

【
来
ひ
ん
祝
辞
】

　

来
ひ
ん
を
代
表
し
、
鳥
取
県
人

権
教
育
推
進
協
議
会
長
の
宇
山
真

さ
ん
か
ら
は
「　

回
の
長
い
研
究

３３

集
会
の
取
り
組
み
に
よ
る
、
町
民

の
人
権
意
識
の
前
進
に
対
し
敬
意

を
表
し
ま
す
。
今
、
人
権
教
育
は

『
同
和
問
題
の
解
決
』
か
ら
『
あ

ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決
』
へ
と

大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
時
代
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に

は
、
原
点
を
見
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
鳥
取
県
で
進
め
て
き
た
同
和

教
育
の
現
状
が
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
、
今
一
度
た
ず
ね
る
必
要
が

あ
り
、
そ
の
う
え
で
あ
ら
ゆ
る
人

権
問
題
に
広
げ
な
が
ら
、
共
に
手

を
取
り
合
っ
て
進
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
継
続
は
力
な
り
。
継
続

し
な
け
れ
ば
人
は
変
わ
ら
な
い
」

と
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

【
人
権
啓
発
講
演
会
】

　

今
回
は
、
鳥
取
短
期
大
学
学
長

の
山
田
修
平
さ
ん
を
迎
え
、「
支

え
合
う
ま
ち
づ
く
り
、
い
き
い
き

生
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
講
演
の
終
わ
り
に
、

「
地
域
の
人
と
の
か
か
わ
り
方
で

は
、
傾
聴
…
聞
き
上
手
に
な
る
こ

と
、
共
感
…
同
情
で
な
く
寄
り
添

い
な
が
ら
感
じ
る
こ
と
、
受
容
…

好
き
嫌
い
、
価
値
観
の
違
い
を
超

え
て
、
相
手
を
あ
り
の
ま
ま
受
け

入
れ
る
こ
と
が
大
切
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、「（
会
話
の
矢
印
・
心
の

位
置
）
心
も
会
話
も
同
じ
方
向
に

す
る
た
め
の
ち
ょ
っ
と
し
た
配
慮

が
必
要
。（
心
の
コ
ッ
プ
）
認
め
る

こ
と
で
、
相
手
の
心
の
コ
ッ
プ
は

上
向
き
に
な
る
こ
と
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
に
心
が
け
な
が
ら
。
家
庭

の
中
で
は
ち
ょ
っ
と
し
た
心
遣
い

や
会
話
か
ら
始
め
る
こ
と
。
地
域

で
は
名
前
を
呼
ん
で
あ
い
さ
つ
を

す
る
。
地
域
み
ん
な
の
健
康
づ
く

り
に
心
が
け
る
。
役
割
を
分
か
ち

合
う
こ
と
」
な
ど
の
小
さ
な
こ
と

か
ら
、「
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
」

が
始
ま
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
高

齢
者
の
人
権
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

「
家
庭
生
活
」「
地
域
生
活
」「
介

護
」
の
３
つ
の
方
向
か
ら
、
４
人

の
報
告
者
が
日
ご
ろ
の
活
動
や
取

り
組
み
の
中
の
問
題
点
や
課
題
、

将
来
の
目
標
な
ど
を
報
告
し
、
会

場
か
ら
も
自
治
会
と
し
て
の
課
題

や
今
後
の
地
域
づ
く
り
活
動
へ
の

提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
し

て
の
取
り
組
み
推
進
や
自
治
会
へ

の
活
動
促
進
の
呼
び
か
け
な
ど
、

有
意
義
な
意
見
交
換
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

【
全
自
治
会
で
小
地
域
座
談
会

へ
つ
な
い
で
】

　

こ
の
研
究
集
会
は
、
そ
の
内
容

を
小
地
域
座
談
会
で
さ
ら
に
深
め

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
も
あ
り

ま
す
。
昨
年　

月
末
ま
で
に
小
地

１２

域
座
談
会
が
開
か
れ
た
自
治
会
は
、

わ
ず
か
数
地
区
で
す
。

　

高
齢
者
問
題
は
、
今
後
の
地
域

づ
く
り
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
、
人
権
課
題
を
伴
っ
た
共
通
す

る
大
き
な
課
題
の
ひ
と
つ
で
も
あ

り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
と
も
全
自
治
会
で
開
催
し
、

安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
へ
向

け
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
心
の

コ
ッ
プ
が
上
向
き
に
な
り
、
話
し

合
い
が
深
ま
り
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

17 広報ひの ２００９年１月号

２
０
０
９
年
１
月

日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
広
報
紙

成
果
を
地
域
で
生
か
し
て

山田修平さん

シンポジウムでは活発に議論
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届
出　
　

月　

日
～
１
月
９
日   
敬
称
略

１２

１１

　

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　

（
年
齢
）　
 　

（
住
所
）

　
　

月
届
出
分

１２
西
村　
　

巌　
　
　

歳　
　

安
原

８５

宮
田　

格
夫　
　
　

歳　
　

本
郷

８６

生
田　

艶
子　
　
　

歳　
　

三
土

９０

橋
谷　

久
子　
　
　

歳　
　

根
雨

７４

稲
田　

房
子　
　
　

歳　
　

福
長

９４

　

１
月
届
出
分

櫃
田　

光
恵　
　
　

歳　
　

金
持

８５

■あけましておめでとうございます。
今年も皆さんに親しまれる読みやす
い広報紙作りを目指します。どうぞ
よろしくお願いします■さて、年末は
部屋の大そうじをしたつもり

・ ・ ・
でした

が、結果として足の踏み場が多少でき
たくらい。このいいかげんな性格、今
年こそは何とかしたいんですけど…。
と、毎年思っているんですけど。　(i)

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

し
ぐ
る
る
や
昼
を
灯
し
て
七
味
売
り　
（
講
師
）
谷   　

悦
子

　

寝
つ
か
れ
ぬ
捨
猫
見
捨
て
し
雪
の
夜
は　

安
達
つ
る
ゑ

　

時
雨
雲
切
れ
間
に
細
く
夕
日
射
し       
荒
木　

習
子

　

冬
う
ら
ら
母
と
な
り
た
る
孫
娘　
　
    
梅
林　

春
子

　

事
無
か
れ
と
祈
る
八
日
や
十
二
月　
   
勝
瀬　

京
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
開
戦
の
日
）

権
現
様
彩
を
広
げ
し
冬
紅
葉　
  　
 　
   

川
上　

文
子

　

好
き
な
川
好
き
な
水
あ
り 
鴛
鴦 
来
る　
　

久
城　

霞
渓

お　

し

　
　

笹
鳴
き
を
聞
く
と
日
記
を
結
び
け
り   
徳
本
千
鶴
子

　

銀
杏
散
る
裸
婦
像
に
触
れ
椅
子
に
触
れ　
  

真
壁
富
貴
枝

　   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
）

相続登記無料相談
 

　鳥取県司法書士会（松本伸介会長）では、２月を「相

続登記はお済みですか月間」と定め、県内の各司法書士

事務所で無料相談を行います。

　土地や建物を相続しても登記しない人や忘れる人は

意外と多く、亡くなった人の名義のままにしておくと、

売却するときや担保に入れて融資を受けようとすると

きに登記が速やかにできず、困ることも多くあります。

　また、何代にもわたって相続登記を放置しておくと、

相続人が増え、権利関係が複雑になってトラブルのも

とにもなります。

　どうぞ、お気軽にご相談ください。

問合せ：鳥取県司法書士会（電話０８５７‐２４‐７０１３）

ひのっこ保育所子育て支援室「おひさまひろば」
では、保育所に入所していない子どもたちを迎え、
親子で楽しく遊んでいます。毎回ボランティアの
皆さんにもお世話になっています。
▼開設日　毎週水・金曜日　午前９時～午前１１時
　　　　　金曜日は、参加者が親子で自由に利用
　　　　　いただける日です。（お茶は各自で用
　　　　　意してください）

　毎回新しい友達の参加もあり、多い日は９組の
親子でにぎわっています。下の写真は、保育所の
「いもっこ汁パーティー」に参加したときのもの
です。一緒に食べると食欲がわいて、みんなおか
わりをしました。友達の輪が広がります。
　どうぞお誘いあわせ参加ください。お待ちして
います。

　ひのっこ保育所 (電話７２‐０２３８)
　　　　役場健康福祉課（電話７２‐０３３４）

２月の開催日
　

■４日（水）＝小麦粉粘土遊び
■６日（金）
■１３日（金）
■１８日（水）＝親子応急手当講習会（９：３０～）
■２０日（金）＝
■２５日（水）＝図書館からのおはなし会（９：４５～ )
　　　　　　　 おはなしのろうそくに火を灯し、心温ま
　　　　　　　 るひとときを過ごします
■２７日（金）

広報ひの ２００９年１月号

親子応急手当講習会
　

小さな子どもの周りには危険がいっぱい！
とっさの応急手当に困っていませんか？

誤飲、やけどなどの手当ての実技講習をします
　

日時　２月１８日（水）午前９時３０分～午前１０時３０分
場所　ひのっこ保育所 ｢おひさまひろば ｣
講師　江府消防署消防隊員
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ＦＥＢＲＵＡＲＹ（如月）

確定申告　開発センター
午前＝高尾　午後＝板井原、根雨２区

木１９日 １
確定申告　開発センター
午前＝後谷、根雨１区　午後＝安原

金２０乳幼児相談　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分

月 ２

土２１町県民税４期分、国民健康保険税７期分、介護保
険料７期分、後期高齢者医療保険料７期分納期限

日２２法律相談　開発センター　午後１時～午後３時
申込み：町社会福祉協議会（７４-０３３８）１月３０日〆切

火 ３
確定申告　開発センター
午前＝根雨５区、小原　午後＝濁谷、三谷１・２区

月２３不燃ごみの収集日 (全町 )水 ４
確定申告　開発センター
午前＝門谷　午後＝別所、貝原

火２４人権相談
開発センター　午後１時～午後３時

木 ５

古紙の収集日 (全町 )水２５金 ６
確定申告　開発センター
午前＝金持　午後＝津地

土 ７
確定申告　開発センター
午前＝野田　午後＝下榎１区

木２６日 ８
確定申告　開発センター
午前＝根雨６区　午後＝上本郷

金２７健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時月 ９

土２８歯科検診・フッ素塗布　開発センター
受付：午前９時３０分～午前９時４５分、午後１時～午後１時１５分

火１０

建国記念の日（ごみの収集は休みます）水１１

木１２

金１３

隣保館編み物講座　老人憩の家　午後１時～土１４

日１５
確定申告　開発センター
午前＝舟場　午後＝根雨３区

月１６
隣保館生け花講座
下榎集会所　午後７時３０分～

火１７
確定申告　開発センター
午前＝秋縄　午後＝下榎２区

行政相談　町公民館　午前９時～正午水１８

資源ごみ・発泡スチロールの収集日 ( 全町 )

確定申告　開発センター
午前＝根雨４区、榎市　午後＝下本郷、三土

直
通
電
話

72‐2105出納室72‐0333住民課72‐0332企画政策課72‐0331総務課
74‐0212町公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課72‐0334健康福祉課
72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会72‐0335議会事務局 
72‐1191下榎集会所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852地域包括支援センター72‐1167学校給食センター

役場代表番号 ( 夜間・休日）　72‐0331

 

（町内の展示コーナーを紹介します）
 

■山陰合同銀行根雨支店
～２月６日まで

２月９日～３月６日
　

■蔵美術館　
～２月末まで

　

■県西部地震展示交流センター
～３月２６日まで

広報ひの ２００９年１月号

固定資産税４期分、国民健康保険税８期分、介
護保険料８期分、後期高齢者医療保険料８期分

の納期限は、３月２日（月）です

■確定申告受付時間
　午前＝午前８時４５分～午前１１時　　　
　午後＝午後１時～午後４時



　
「
お
便
り
い
た
だ
い
た
の
は
９
年
前
。
幾

枚
か
の
オ
シ
ド
リ
の
は
が
き
を
見
て
、　

歳
８１

に
な
っ
た
私
は
今
も
懐
か
し
く
、
無
礼
な
が

ら
お
便
り
し
ま
し
た
」
東
京
都
小
金
井
市
、

岩
野
さ
ん
の
書
き
出
し
で
す
。「
出
征
し
た

医
師
の
兄
が
オ
シ
ド
リ
の
絵
を
送
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
兄
と
の
思
い
出
で
す
。
鳥
取

県
日
野
町
の
オ
シ
ド
リ
を
新
聞
で
見
た
と

き
、
東
京
の
日
野
市
と
勘
違
い
し
ま
し
た
。

５
年
前
、
念
願
か
な
っ
て
級
友
と
御
地
を
訪

れ
、
お
会
い
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
今
は

腰
痛
で
電
車
に
乗
れ
ま
せ
ん
が
、
オ
シ
ド
リ

が
懐
か
し
い
で
す
」
胸
が
キ
ュ
ン
と
な
る
う

れ
し
い
お
便
り
で
し
た
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  

森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

う
れ
し
い
お
便
り

③

④
⑤

⑥

厳
し
さ
増
す
中
、
今
年
も
ま
ち
づ
く
り
へ
努
力

　　

世
界
中
が
厳
し
い
状
況
の
中
で
の
平
成　

年
の
幕
開

２１

け
と
な
り
ま
し
た
。
政
府
も
こ
れ
ら
の
対
応
に
苦
慮
さ

れ
る
中
、
国
会
も
正
月
早
々
に
開
会
さ
れ
、
二
次
補
正

予
算
が
審
議
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
は
、
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金

と
し
て
、
日
野
町
に
も
配
分
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
も
こ
れ
ら
を
有
効
に
活
用
す
る
べ
く
準
備
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
は
、
日
野
町
が
存
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず

地
元
の
病
院
、
事
業
所
、
商
店
な
ど
を
皆
さ
ん
が
積
極

的
に
利
用
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
安
さ
、

便
利
さ
だ
け
を
追
求
し
、
そ
れ
ら
の
も
の
が
無
く
な
っ

て
か
ら
で
は
再
生
困
難
に
な
り
ま
す
。
困
る
の
は
地
域

の
人
た
ち
で
す
。
誰
も
が
年
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
皆

で
支
え
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
、
地
域
で
喜
ば
れ
て
い
る
の
が
移
動
販
売
車
に
よ

る
出
張
販
売
で
す
。
こ
れ
に
は
、
販
売
だ
け
で
な
く
、

交
流
の
場
、
地
域
の
見
守
り
活
動
な
ど
の
機
能
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
実
績
が
評
価
さ
れ
て
、
こ
の
た
び
㈲
安
達

商
事
（
あ
い
き
ょ
う
）
が
、
総
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の　

月
議
会
に
お
い
て
、
町
職
員
の
減

１２

額
給
与
の
一
部
を
戻
す
条
例
を
可
決
い
た
だ
き
ま
し
た
。

職
員
は
、
４
年
間
で
最
高　

％
の
減
額
を
続
け
て
い
ま

１０

す
が
、
こ
れ
は
自
ら
が
申
し
出
て
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。
今
後
、
町
財
政
は
数
年
間
は
な
お
厳
し
い
状
況
が

続
き
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

厳
し
さ
を
増
す
年
に
な
り
ま
す
が
、
職
員
と
も
ど
も

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
努
力
し
、
乗
り
切
る
所
存
で
す
。　

　
（
１
月
７
日
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
 　

日
野
町
長　

景　

山　

享　

弘

第３４回

『仲良しこよし、この世であなたが一番』
撮影●仲村吉一さん（倉吉市）
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